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食品ロス削減国民運動のロゴマーク

「ろすのん」

私達はこの運動を推進します！
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ぐっとアップ！
いま

、かがやいて活動している女性たち全国女性団体
連絡協議会（旧婦人会）

プロジェクトの
趣旨に賛同し、
野菜の消費拡大に
取り組みます。
野菜を食べようプロジェクト

検 索
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歯舞早煮昆布
200g巻タイプ

歯舞早煮昆布
200g切タイプ

皆さまが支えています
歯舞早煮昆布は、全女会が北方領土返還運動
の一環として、北方領土で採れた貝殻島産棹前
昆布を歯舞漁協で袋詰めしたものを全女会公認
昆布として取扱いしております。

はぼまい

地域女性会の
活動資金源

歯舞早煮昆布の
ご愛用

はぼまい

JR・地下鉄銀座線渋谷駅
（宮益坂口から徒歩5分）

東急田園都市線・東横線渋谷駅 ・
地下鉄半蔵門線・副都心線渋谷駅
（地下出口20aかB1から徒歩3分）

全国女性会館 〒150-0002 渋谷区渋谷1-17-14　TEL：03-3407-4301　FAX：03-3407-4305

食品ロスを無くそう！

looking toward a future.

見つめています。
未来の豊かな生活環境。

関東商事グループ
代表取締役  櫻井よう子

関東商事株式会社
株式会社土浦関東商事

有限会社総合整備 株式会社つくばESSA
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1
月
1
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
て

約
2
ヶ
月
半
の
時
が
経
ち
ま
す
が
、い
ま
だ
に

避
難
所
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。連
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
通
り
、道

路
や
水
道
の
復
旧
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
が
続

き
、生
活
に
必
要
な
物
資
も
十
分
に
行
き
届
い

て
い
な
い
状
況
で
す
。全
国
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
で
は
1
月
に
お
米
と
デ
リ
バ
リ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
石
川
県
婦
人
団
体
協
議
会
に
送
り
、

被
災
地
支
援
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、2
月
6
日
に

常
任
理
事
会
を
開
催
し
、今
後
被
災
地
支
援
の

た
め
の
義
援
金
を
集
め
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。す
で
に
全
国
に
そ
の
旨
は
ご
案
内
し
て
い
ま

す
が
、改
め
て
紙
面
上
で
も
ご
案
内
し
ま
す
。

　

被
害
が
甚
大
だ
っ
た
能
登
半
島
を
擁
す
る
石

川
県
で
は
、「
今
こ
そ
婦
人
会
」を
合
言
葉
に
独

自
の
支
援
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。2
月
22
日

に「
再
会
&
大
笑
い
の
日
」と
し
て
物
資
の
無
料

配
布
、爆
笑
コ
ン
ト
と
落
語
、炊
き
出
し
、お
悩

み
相
談
会
を
石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
寒
い
日
で
し

た
が
、多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

様
々
な
物
資
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ご
飯
と
お
味
噌
汁
の
提
供
に
は
1
度
に

1
0
0
人
分
の
炊
飯
と
汁
物
が
で
き
る
デ
リ
バ

リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
威
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

お
悩
み
相
談
会
で
は
、住
ま
い
や
仕
事
に
関
す

る
こ
と
に
加
え
、無
料
弁
護
士
相
談
も
設
け
て

様
々
な
悩
み
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

石
川
県
の
能
木
場
由
紀
子
会
長
は「
今
が
始

ま
り
の
一
歩
で
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
先
が
長
く
、

被
災
地
が
も
う
少
し
落
ち
着
い
た
ら
、能
登
地

区
の
仮
設
住
宅
等
に
炊
き
出
し
に
伺
う
こ
と
を

計
画
中
で
す
。心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、能
登
の
応

援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。」と
力
強
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

日
頃
、防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
重
ね
有
事
に
備
え

て
き
ま
し
た
が
、こ
う
し
た
大
き
な
災
害
が
起

こ
る
た
び
に
、防
災
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま

す
。や
は
り
防
災
は
地
域
で
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、重
ね
て
隣
近
所
、友
人

知
人
、親
戚
、職
場
の
同
僚
た
ち
を
誘
っ
て
、防

災
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
呼
び
か

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

能
登
の
被
災
者
が
生
活
を
立
て
直
す
た
め
に

は
、長
い
時
間
と
労
力
、努
力
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。し
か
し
阪
神
淡
路
大
震
災
や
、東
日

本
大
震
災
な
ど
大
き
な
災
害
に
あ
っ
て

も
、必
ず
私
た
ち
日
本
人
は
復
興
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
。ま
だ
道
半
ば
の
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、少
し
ず
つ
で
も
前
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
く
思
い
は
、多
く
の
人

の
心
に
根
付
い
て
い
ま
す
。今
、私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
は
、よ
り
多
く
の
義
援

金
を
被
災
地
に
送
る
こ
と
で
す
。こ
れ

か
ら
各
県
で
様
々
な
催
し
や
会
合
が
開

か
れ
た
際
に
は
、是
非
と
も
被
災
地
支

援
の
話
題
を
出
し
、積
極
的
に
義
援
金

の
お
願
い
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。す
で
に
、義
援
金

を
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。引
き
続
き

息
の
長
い
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

炊き出しのご飯とお味噌汁に舌鼓をうつ来場者

オフィススペース空きあります。

入居者募集！

全国地域防災減災
マップづくり

身近な暮らしの中で女性が見つけ
た「危険な場所」を、白地図に落と
して、改めて日常生活で防災・減災
に役立てていく事を目的に、本事
業を進めてまいります。

2024年度（令和6年度）予定
新規事業のお知らせ
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受付時間 平日9:00～17:00
【フリーダイヤル】 

0120-64-3800

〒103-0007  東京都中央区日本橋浜町2-31-1

※混雑状況によっては、御希望の日程で
お席をご用意出来ない場合もございますので
　予めご了承ください。

中村 雅俊 
芸能生活50周年記念公演
2024年 6月2日（日）～6月18日（火）
【出演者】  中村雅俊、久本雅美、

コロッケ、ほか
【開演時間】昼の部12時／夜の部17時

（2日のみ15時開演）
【定価料金（税込）】
S席（1階席・2階席）13,000円
会員様 特別価格（税込）
　　　　S席  11,700円

松平  健 
芸能生活50周年記念公演
2024年 7月6日（土）～7月31日（水）
【出演者】  松平健、市川由紀乃、

辰巳ゆうと、ほか
【開演時間】
昼の部11時／夜の部16時30分
【定価料金（税込）】
S席（1階席・2階席）13,500円
会員様 特別価格（税込）
　　　　S席  12,150円

令
和
５
年
度　

全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

2
0
2
4
年
2
月
19
日
・
20
日
の
2
日
間
に
渡
り
、ザ
・
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
徳
島
で
全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。ブ
ロ
ッ
ク
内
か
ら
約
1
7
0
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

テ
ー
マ
❶「
四
国
は
ひ
と
つ
」

＊
各
県
代
表
か
ら
、地
元
の
活
動
を
紹
介
。地
元
で
の
活
動
を
他

県
で
も
参
加
し
て
ほ
し
い
。

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、4
県
の
情
報
を
ま
と
め
て
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

テ
ー
マ
❷「
地
域
活
動
・
特
色
あ
る
地
域
活
動
」

【
香
川
県
高
岡
副
会
長
】地
元
の
大
学
生
、さ
ら
に
小
学
生
ま
で
広

げ
て
、防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
進
め
て
い
る
。「
全
国
高
校
生
花
い

け
バ
ト
ル
香
川
大
会
」の
後
援
。

【
高
知
県
山
下
会
長
】全
女
会
広
報
誌
9
月
号
を
配
布
し
、「
郷
土

料
理
と
ジ
オ
パ
ー
ク
」事
業
を
紹
介
す
る
。

【
愛
媛
県

三
好
会
長
】地
元
の
お
祭
り
と
防
災
は
密
接
な
関
係
が

あ
る
。例
え
ば
、お
祭
り
で
の
テ
ン
ト
設
営
や
照
明
の
発
電
機
使

用
、食
事
の
提
供
な
ど
。

【
徳
島
県

藤
田
会
長
】平
成
23
年
に
四
国
4
県
防
災
の
日
を
4
月

4
日
に
決
定
し
ま
し
た
。各
県
か
ら
の
活
動
報
告
を
お
願
い
し
た

い
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
掲
載
は
、今
後
話
し
合
い
を
進
め
て
い

き
た
い
。

講
演「
フ
レ
イ
ル
予
防
で
元
気
に
長
生
き
に
」

講
師
　
徳
島
文
理
大
学
保
険
福
祉
学
部
理
学
療
法
学
科
教
授

　
　
　
鶯
　
春
夫
氏

2024年、全国の若手メンバー紹介。
次世代を担う大切な仲間たちです！

気
負
わ
ず
楽
し
く

佐
賀
県
　
村
山
美
智
子

23
歳
で
結
婚
し
3
人
目
を
出
産
し
た
後
、

義
母
と
交
代
と
い
う
形
で
自
然
に
婦
人
会
に

入
り
ま
し
た
。勤
め
て
い
た
の
で
平
日
の
行
事

に
は
参
加
で
き
ず
、休
日
は
休
み
た
い
し
子
供
と
の
時
間
も
作
り
た
い
し
、

行
事
に
参
加
す
る
に
は
葛
藤
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
さ
な
地
区
で
高
齢
化
も
あ
り
支
部
長
の
な
り
手
が
な
く
全
員
や
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、私
が
で
き
る
間
は
す
る
か
ら
と
残
っ
て
も
ら
い

17
年
、4
年
前
か
ら
本
部
役
員
も
兼
務
中
で
す
。

　

婦
人
会
に
入
っ
て
、知
ら
な
い
方
と
知
り
合
い
に
な
れ
た
り
、個
人
で
は

で
き
な
い
裁
判
所
や
刑
務
所
の
見
学
、色
々
な
研
修
は
貴
重
な
経
験
で
、

特
に
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
の
は
一
昨
年
の
コ
ロ
ナ
や
台
風
の
中
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
の
大
成
功
。

　

昔
と
違
い
多
様
な
社
会
、楽
し
く
活
動
す
る
た
め
に
大
き
な
見
直
し
が

必
要
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

　

実
は
大
勢
で
の
活
動
は
苦
手
で
、個
人
的
に
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
た

地
域
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、婦
人
会
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

「
や
れ
る
人
が
・
や
れ
る
時
に
・
や
れ
る
だ
け
」と
気
負
わ
ず
、こ
れ
か
ら
も

縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
協
力
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
手
芸
、縫
い
物
、ク
ラ
フ
ト
、水
引
き
作
り
な
ど
。洋
服
や
バ
ッ
グ

な
ど
の
雑
貨
を
作
っ
て
い
る
時
が
一
番
幸
せ
な
時
で
す
。あ
、忘
れ
て
い
る
。

着
物
に
関
係
す
る
こ
と
、も
の
、み
ん
な
好
き
。大
好
き
！

行事参加が一層楽しく
佐賀県　原口 恵美
　婦人会に入るきっかけは子供が小学校に入る時、今後婦人会の
方々にお世話になる事が多くなるかな、顔見知りの方が増えたらい
いかな、と思った事です。楽しかった事は、知り合いの方との楽しい
お話や色々な繋がりのおかげで、町の行事参加がより一層楽しく
なった事です♡ 婦人会は忙しい、大変というイメージがまだ先行しているので、まずは
「知り合い作り」と「気楽にお喋り会感覚」で参加する人が増えたら良いのにと思います!
　趣味は特別なものは無いですが、中高と吹奏楽部でクラリネットを担当していたの
で、音楽鑑賞、吹奏楽鑑賞は好きです。得意料理は若楠ポークを使ったポークカレーと、
生姜焼きです。何かにつけて子供がリクエストしてくるので、作る回数も増えました。我
が家の料理に豚肉の登場が多いのは、私と主人で養豚の仕事をしていることもありま
す。大きい豚から子豚まで、現在約700頭を飼育中です。畜産業は生き物を育てるので
大変なこともありますが、子供と主人の笑顔に支えられて日々奮闘中です。日常に婦人
会という楽しみが増えたので、これからも家業と地域活動の両方を頑張りたいと思い
ます。命のバトン

沖縄県石垣市　君島 智子
「ありがとうね。よく頑張ったね。後は大丈夫だからね。心配するなよ。」亡
くなられていく方にかけている、ご家族の涙ながらも温かい言葉でした。
　皆さんが「死」として思い浮かべるのは、どのような場面でしょうか。病
院のベットで横になり、酸素や点滴をして、モニターの波形がフラットに
なる、その瞬間を「死」として浮かべる人は少なくないと思います。確かにそれも一つの「死」
の形です。では、皆さんは、どのような「死」を迎えたいか、考えたことはあるでしょうか。医療は
日々進歩していますが、誰しも必ず「死」はやってきます。それは避けられない事実ですが、そ
れまでを、どこでどう過ごすのかは、個人の選択に委ねられています。
　私は、東京の救命センターで働いていました。センターには、毎日沢山の患者様が搬送さ
れ、毎日のように死があります。目の前にある命は、特殊な環境に置かれ、その方の生活背景
に配慮することは少ないです。その頃の私は、医療は絶対的正義で、最優先にするべきだと
思っていました。
　私は13年前、石垣島に移住して、訪問看護の仕事を始めました。地域の方々と触れていく
中で、行事が多いことに驚きました。平日休日構わず行われる豊年祭や海神祭などの伝統行
事に、地域が一丸となり、率先して参加します。文化的活動の伝承が、当然のこととして生活
の一部になっているのです。数ある行事の中でも、旧盆、十六日祭は特に盛大です。ご先祖様
への敬意の強さから、これまで持っていた医療観、看護観を見直し、地域の方々や文化に触
れていく中で、命は日常の中にあり、日常の延長に死があるという、本来の命の形に気付くこ
とができました。医療はもちろん大切ですが、生活の中に入ってしまえば、ごく一部に過ぎま
せん。特に、終期末においては、薬よりも、普段食べ慣れたご飯の方が、生きる意欲をもたら
し、病気から生じる苦痛を緩和する場面が多々あり、そのギャップに驚くばかりです。終末期
の過ごし方には、お一人おひとりの生き様が良く表れ、ドラマのようなエピソードが毎回あり
ます。最期の晩餐にと妻のカンダバージューシーを食べ、一番弟子の奏でる三線で「あがろう
ざ」を聴いて満足したように眠られたり、「あぁ、楽しい人生だった」と話して眠られたり。苦し

い状況になっても、孫の声には笑顔を見せ、最期まで頑張ることを家族に示しながら眠られ
たり。故人が大切にしてきた生き方、考え方、文化を次の世代に託していかれます。
　一方で、在宅看取りが良いという方ばかりではないとも思います。在宅療養に不安を感じ
る方は少なくありません。ご家族を大切に思い、少しでも苦しくなく、一日でも長く元気でいて
ほしいからこそ、何かあってもすぐ処置ができる病院を希望する方もいます。もちろん、病院
も素晴らしい所ですし、その選択も間違ってはいません。
　白保婦人会活動の中で、看取りについて講演する機会をいただきました。実際に看取りを
体験された方は「本人の意思を尊重し、最期の時間を住み慣れた自宅で過ごすことができ
た」と当時のことを涙ながらにお話し下さいました。また、「生まれ変わりのように孫が誕生し
て、改めて感謝した」というお話も聞くことができました。最期の過ごし方にはその方らしさが
表れますが、自宅はそれを、際立たせてくれる場所であること、最期をどう過ごしたいか普段
から伝えておくことの大切さ、命が繋がっていくものだということを、この講演を通して改めて
感じ、地域の方 と々一緒に考えを深めることが出来ました。
　終末期において、「側にいること、寄り添うこと」が一番重要で、一番難しいことだと思いま
す。特別なことをする必要はありません。いつも通り、朝起きたら家族の声がして、生活の音が
して、匂いがして、その日常にいることが大きな力になります。病気がもたらす苦痛はどこにい
ても生じます。薬は使いますが、それでも痛い、きつい、そんな時、「安心」は苦痛を緩和させ
ます。何に「安心」を感じるかは人それぞれですが、日常を感じることに安心を感じる方は多
く、家族の声や手の温もりは何より強い力になります。
大切なご家族の亡くなる様を見ることは、とても悲しい、苦しいことです。しかし、その方の

生き方を一番感じられ、命の重さ、強さ、儚さを知り、その方の思いを、残す家族に伝える大
切な時間でもあります。去り行く命を見つめることで、今ある命を見つめ直す。命は先祖から
続く大きな流れの中にあり、今を生きる私たちは、先祖から受け継いだこの命を、去りゆく時
に次の世代に託す、これが「命のバトン」。私は、石垣島に移住し、地域の活動に触れる中で、
命のあり方、それに寄り添う看護師としてのあり方を見直すことができました。これからも、
「命のバトン」に寄り添い、命の、そして地域の伴走者でありたいと思います。

素敵な先輩のと出会い
佐賀県　松永 のぞみ　
　5年前、退職したときに、ちょうど地区の班長の当番がまわってきま
した。それまでは父母まかせで何もしてこなかった私でしたが、区の
活動の仲間に入れていただき、心が落ち着いてとても安心したのを
覚えています。その時ご一緒だった役員の方に「婦人会の会合に行っ
てくれん？楽しかよ。」と誘われ、これもまた初めて婦人会の活動をすることになりました。
　支部長の方々は、皆それぞれ、地区の活動や民生委員、保護司、ボランティアの会など
を兼ねておられて、とてもお忙しいはずですが、新人を温かく迎え入れて優しく接してく
ださったので、一員に加えていただけてよかったなと思えました。
　皆さんは、お話、踊り、小物作り、パソコン、料理、着付けなど、それぞれ得意分野があり、
それを皆のために惜しげもなく披露してくださっています。婦人会は、各々のそれまでの
経験が素晴らしく生かされる活動だなと思います。
　私は母の世話で時間ばかり気にしたりしていますが、「できる分でいいよ」と声をかけ
てもらい、1つの活動が終わると「よかったよ」とほめてもらい、それに甘えて、いつの間に
か4年の月日が経っていました。
　令和5年度はさまざまな行事が再開され、その準備や練習で大変なことも増えました
が、やり終えたときの喜びも大きく、癖になりそうです。
　これからますます年を重ねていきますが、それが楽しみになるような
素敵な先輩方と出会えてほんとうによかったなと思っています。
　趣味はフラワーアレンジメント、土いじり、カーブスにて身体を動かすこと。

「
お
母
さ
ん
あ
の
さ
〜
」と
、

く
っ
つ
い
て
来
る
私
の
か
わ

い
い
二
人
の
子
ど
も
達
。そ

の
子
ど
も
達
を「
お
母
さ
ん
、話
聞
い
て
ち
ょ
う
だ
い
」と
泣

か
せ
る
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。私
は
、子
ど
も
達
と

い
つ
も
一
緒
に
居
る
た
め
に
専
業
主
婦
を
選
ん
だ
は
ず
な

の
に
…
。な
ぜ
、こ
ん
な
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

な
ぜ
、普
通
の
主
婦
の
私
が
、子
ど
も
達
を
泣
か
せ
て
ま
で
、

国
と
闘
わ
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

皆
さ
ん
、日
本
は
今
、平
和
だ
と
思
い
ま
す
か
？
私
は
、

平
和
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。周
り
に
は
戦
争
体
験
者
の
お

ば
あ
達
が
た
く
さ
ん
い
て
、学
校
で
は
毎
年
平
和
学
習
を

し
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、こ
れ
ま
で
平
和
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
考
え
て
き
た
つ
も
り
だ
っ
た
し
、平
和
と
は
戦
争
の

な
い
事
だ
と
漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
が「
戦
争
が
な
け
れ
ば
平
和
っ
て
言
え
る
の
か

な
？
」と
疑
問
が
わ
き
、平
和
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
き
っ
か
け
は
、２
０
１
７
年
12
月
、

当
時
３
歳
だ
っ
た
娘
の
通
う
保
育
園
へ
の
米
軍
ヘ
リ
部
品

落
下
事
故
で
し
た
。

普
天
間
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、基
地
が
あ
る
事

が
当
た
り
前
過
ぎ
て
、何
の
違
和
感
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、娘
の
保
育
園
の
事
故
の
知
ら
せ
を
受
け
た
時
、

頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
、体
が
震
え
て
、涙
が
止
ま
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。保
育
園
へ
迎
え
に
い
っ
た
時
、「
お
母
さ
〜

ん
」と
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
笑
顔
で
駆
け
よ
っ
て
く
る
娘
の

姿
を
見
た
時
、ホ
ッ
と
し
て
全
身
の
力
が
抜
け
て
、涙
が
溢

れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
瞬
間
、魔
法
が
解
け
た
か
の

よ
う
に
、「
私
達
は
、こ
ん
な
危
険
な
所
に
住
ん
で
い
た
ん

だ
」と
、初
め
て
基
地
の
危
険
性
に
気
が
付
き
ま
し
た
。そ

れ
か
ら
、マ
マ
達
８
人
で
、子
ど
も
達
を
守
る
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

保
育
園
の
事
故
か
ら
わ
ず
か
６
日
後
、今
度
は
近
く
の

小
学
校
に
窓
枠
が
落
下
。安
心
安
全
で
あ
る
は
ず
の
子
ど

も
達
の
学
校
に
、２
度
も
空
か
ら
物
が
落
ち
て
来
る
と
い

う
あ
り
得
な
い
事
が
起
り
ま
し
た
。

事
故
後
、保
育
園
で
は
天
気
の
い
い
日
で
も
、米
軍
機
が

低
空
飛
行
す
る
日
に
は
、お
庭
遊
び
を
や
め
て
お
部
屋
遊

び
に
切
り
替
え
ま
す
。子
ど
も
達
は
園
庭
遊
び
が
大
好
き

な
の
で「
何
で
お
天
気
の
い
い
日
に
、お
庭
遊
び
が
出
来
な

い
の
？
」と
、悲
し
み
ま
す
。小
学
校
で
は
、米
軍
機
が
来
た

ら
避
難
す
る
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。ま
る

で
戦
時
中
か
の
よ
う
に
…
。

そ
ん
な
中
、今
度
は
水
道
水
に
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

P
F
A
S
が
入
っ
て
い
る
事
が
分
り
ま
し
た
。P
F
A
S

は
子
ど
も
の
発
育
へ
の
悪
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
上
、娘
の
通
う
小
学
校
の
運
動
場
の
土
か
ら
も
高
濃
度

の
P
F
A
S
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。普
天
間
の
子
ど
も
達

は
発
育
に
必
要
な「
空
、水
、土
」が
危
険
な
物
と
な
り
、普

天
間
で
子
育
て
す
る
私
達
は
危
険
な「
空
、水
、土
」か
ら

子
ど
も
達
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

私
達
を
苦
し
め
る
物
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
園
の
事
故
後
、米
軍
が
部
品
は
米
軍
の
物
と
認
め
た

も
の
の
、落
下
を
否
定
し
た
た
め
自
作
自
演
と
の
誹
謗
中

傷
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。今
で
も
私
達
に「
子
ど
も
を
ダ
シ
に

基
地
反
対
す
る
な
」「
基
地
の
側
に
住
ん
だ
人
が
悪
い
」な

ど
の
言
葉
が
投
げ
付
け
ら
れ
、私
達
を
苦
し
め
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
、私
が
一
番
辛
い
事
は
、子
ど
も
達
と
一
緒

に
居
る
時
間
が
削
ら
れ
る
事
で
す
。県
内
外
で
の
講
演
会

や
要
請
の
た
め
走
り
回
り
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
側
に
い
て

あ
げ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。子
ど
も
達
は「
お
母
さ
ん
行

か
な
い
で
」と
泣
き
ま
し
た
。子
ど
も
達
に
見
ら
れ
な
い
所

で
、私
も
何
度
も
何
度
も
泣
き
ま
し
た
。私
は
、家
で
も
電

話
で
の
や
り
取
り
や
資
料
作
り
で
ず
っ
と
バ
タ
バ
タ
し
て
い

ま
す
。そ
ん
な
時
に
息
子
が
大
声
で「
お
母
さ
ん
、話
聞
い

て
ち
ょ
う
だ
い
」と
泣
き
叫
び
ま
し
た
。今
で
も
そ
の
光
景

を
思
い
出
す
た
び
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
に
な
り
ま
す
。ま

た
、私
が
い
な
い
時
は
、夫
や
母
が
仕
事
を
休
ん
で
子
ど
も

達
を
見
て
く
れ
て
い
ま
す
。家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
こ
ま

で
５
年
間
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
、私
が
諦
め
ず
に
頑
張
り
続
け
る
の
か
？
そ
の
理

由
は
、子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
、そ
し
て
、子
ど
も
達
が

親
に
な
っ
た
時
、同
じ
思
い
を
絶
対
に
さ
せ
て
は
い
け
な
い

と
の
思
い
か
ら
で
す
。

こ
れ
が
、戦
後
78
年
、本
土
復
帰
51
年
目
の
沖
縄
で
す
。

こ
れ
が
、ホ
ン
ト
に
平
和
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？
普
天

間
で
子
育
て
し
て
い
る
母
親
の
私
が
感
じ
る
ホ
ン
ト
の
平

和
と
は
。そ
れ
は
、戦
争
が
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、『
一

番
守
ら
れ
る
べ
き
子
ど
も
達
が
大
切
に
さ
れ
、し
っ
か
り
と

守
ら
れ
る
社
会
が
あ
る
事
』だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

事
故
当
時
７
歳
だ
っ
た
息
子
は
中
学
１
年
生
、３
歳

だ
っ
た
娘
は
小
学
３
年
生
に
な
り
ま
し
た
。今
で
は
私
の

活
動
を「
お
母
さ
ん
頑
張
っ
て
ね
」と
応
援
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、子
ど
も
な
が
ら
も
、沖
縄
の
今
、日
本
の
今

を
し
っ
か
り
見
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、沖
縄
は
今
、軍
事
化
が
ど
ん

ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。大
人
の
私
達
こ
そ
、沖
縄
の
今
、日

本
の
今
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、一
人
一
人
が
ホ
ン
ト
の
平

和
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
時
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
子
ど
も
達
の
輝
く
笑
顔
が
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
く
よ
う
に
！
そ
し
て
、明
る
い
沖
縄
の
未
来
を
、子
や

孫
た
ち
に
残
し
て
い
け
る
事
を
願
っ
て
！

普
天
間
の
母
親
が
感
じ
る「
ホ
ン
ト
の
平
和
」と
は

沖
縄
県
宜
野
湾
市
　
与
那
城
千
恵
美

沖縄県では
女性（婦人）の主張中央大会を
毎年開催しています。その中から
入賞者の主張を紹介します。

婦
人
会
で
コ
ン
サ
ー
ト
誘
致

佐
賀
県
　
山
口
聡
子

　

お
嫁
に
来
て
早
や
35
年
に
な
り
ま
す
。私
は
県
外
か
ら
お
嫁
に

来
た
の
で
、周
り
は
誰
も
知
ら
な
い
人
た
ち
ば
か
り
で
し
た
。仕

事
も
し
て
い
な
か
っ
た
私
は
、主
人
の
母
か
ら
婦
人
会
会
員
を
す

ぐ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。婦
人
会
と
は
？
知
ら
な
い
土
地
で
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

状
態
で
、地
域
の
婦
人
会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。会
員
の
中
で
も
比
較
的
若

か
っ
た
私
は
、先
輩
会
員
か
ら
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
、た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、顔
見
知
り

の
方
も
自
然
と
多
く
な
り
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
支
部
長
を

経
て
、現
在
は
副
会
長
２
期
目
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
流
行
す
る
前
は
、趣
味
で
お
友
達
と
季
節
の
花
々
を
見
に
行
っ
た
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
た
り
、夫
婦
で
旅
行
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
が
流
行
し
、な
か

な
か
思
う
よ
う
に
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。婦
人
会
も
同
じ
よ
う
に
、な
か
な
か
活
動
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、一
昨
年
は
杉
良
太
郎
・
伍
代
夏
子
・

藤
あ
や
子
歌
謡
シ
ョ
ー
！
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
さ
か
、婦
人
会
で
コ
ン
サ
ー
ト
誘
致
が
で
き

る
な
ん
て
驚
き
で
し
た
。武
雄
市
地
域
婦
人
会
が
一
致
団
結
し
て
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
大
成
功

で
し
た
。２
年
経
っ
た
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。台
風
が
過
ぎ
た
ば
か
り
の
雨
の
中
、駐

車
場
の
誘
導
係
を
し
た
こ
と
。ず
ぶ
濡
れ
で
２
回
も
着
替
え
を
し
た
こ
と
。来
場
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
嬉
し
か
っ
た
こ
と
。楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　

昨
年
５
月
、コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
、婦
人
会
活
動
も
増
え
つ
つ
、活
動
内
容
も
幅
広
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
っ
と
、婦
人
会
活
動
は
活
発
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。近
年
、

会
員
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。是
非
、婦
人
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
、婦
人

会
活
動
を
通
じ
て
2
0
2
5
年
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、誰
で
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、婦
人
会
で
で
き
る
こ
と
、婦
人
会
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
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305-0062  茨城県つくば市赤塚616-1

Environmental  Seientific  Service  Administrationエンヴァイロンメンタル（環境） サイエンティフィック（科学） サービス（業務） アドミニストレイション（管理）

茨城県 人材派遣 労働大臣許可第 1号

あなたが輝ける場所へ。



（W544×H406mm）

（第三種郵便物認可）1部30円全国女性団体連絡協議会 第565号（3）　　　2024（令和6）年3月15日　　　 　2024（令和6）年3月15日　　　（2）（第三種郵便物認可）1部30円 全国女性団体連絡協議会第565号

受付時間 平日9:00～17:00
【フリーダイヤル】 

0120-64-3800

〒103-0007  東京都中央区日本橋浜町2-31-1

※混雑状況によっては、御希望の日程で
　お席をご用意出来ない場合もございますので
　予めご了承ください。

中村 雅俊 
芸能生活50周年記念公演
2024年 6月2日（日）～6月18日（火）
【出演者】  中村雅俊、久本雅美、
 コロッケ、ほか
【開演時間】昼の部12時／夜の部17時
 　　　　   （2日のみ15時開演）
【定価料金（税込）】
S席（1階席・2階席）13,000円
会員様 特別価格（税込）   
　　　　S席  11,700円

松平  健 
芸能生活50周年記念公演
2024年 7月6日（土）～7月31日（水）
【出演者】  松平健、市川由紀乃、
 辰巳ゆうと、ほか
【開演時間】
昼の部11時／夜の部16時30分
【定価料金（税込）】
S席（1階席・2階席）13,500円
会員様 特別価格（税込）   
　　　　S席  12,150円

令
和
５
年
度　

全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

2
0
2
4
年
2
月
19
日
・
20
日
の
2
日
間
に
渡
り
、ザ
・
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
徳
島
で
全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。ブ
ロ
ッ
ク
内
か
ら
約
1
7
0
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

テ
ー
マ
❶「
四
国
は
ひ
と
つ
」

＊
各
県
代
表
か
ら
、地
元
の
活
動
を
紹
介
。地
元
で
の
活
動
を
他

県
で
も
参
加
し
て
ほ
し
い
。

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、4
県
の
情
報
を
ま
と
め
て
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

テ
ー
マ
❷「
地
域
活
動
・
特
色
あ
る
地
域
活
動
」

【
香
川
県 

高
岡
副
会
長
】地
元
の
大
学
生
、さ
ら
に
小
学
生
ま
で
広

げ
て
、防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
進
め
て
い
る
。「
全
国
高
校
生
花
い

け
バ
ト
ル
香
川
大
会
」の
後
援
。

【
高
知
県 

山
下
会
長
】全
女
会
広
報
誌
9
月
号
を
配
布
し
、「
郷
土

料
理
と
ジ
オ
パ
ー
ク
」事
業
を
紹
介
す
る
。

【
愛
媛
県 

三
好
会
長
】地
元
の
お
祭
り
と
防
災
は
密
接
な
関
係
が

あ
る
。例
え
ば
、お
祭
り
で
の
テ
ン
ト
設
営
や
照
明
の
発
電
機
使

用
、食
事
の
提
供
な
ど
。

【
徳
島
県 

藤
田
会
長
】平
成
23
年
に
四
国
4
県
防
災
の
日
を
4
月

4
日
に
決
定
し
ま
し
た
。各
県
か
ら
の
活
動
報
告
を
お
願
い
し
た

い
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
掲
載
は
、今
後
話
し
合
い
を
進
め
て
い

き
た
い
。

講
演「
フ
レ
イ
ル
予
防
で
元
気
に
長
生
き
に
」

講
師
　
徳
島
文
理
大
学
保
険
福
祉
学
部
理
学
療
法
学
科
教
授

　
　
　
鶯
　
春
夫  

氏

2024年、全国の若手メンバー紹介。
次世代を担う大切な仲間たちです！

気
負
わ
ず
楽
し
く

佐
賀
県
　
村
山 

美
智
子

　

23
歳
で
結
婚
し
3
人
目
を
出
産
し
た
後
、

義
母
と
交
代
と
い
う
形
で
自
然
に
婦
人
会
に

入
り
ま
し
た
。勤
め
て
い
た
の
で
平
日
の
行
事

に
は
参
加
で
き
ず
、休
日
は
休
み
た
い
し
子
供
と
の
時
間
も
作
り
た
い
し
、

行
事
に
参
加
す
る
に
は
葛
藤
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
さ
な
地
区
で
高
齢
化
も
あ
り
支
部
長
の
な
り
手
が
な
く
全
員
や
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、私
が
で
き
る
間
は
す
る
か
ら
と
残
っ
て
も
ら
い

17
年
、4
年
前
か
ら
本
部
役
員
も
兼
務
中
で
す
。

　

婦
人
会
に
入
っ
て
、知
ら
な
い
方
と
知
り
合
い
に
な
れ
た
り
、個
人
で
は

で
き
な
い
裁
判
所
や
刑
務
所
の
見
学
、色
々
な
研
修
は
貴
重
な
経
験
で
、

特
に
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
の
は
一
昨
年
の
コ
ロ
ナ
や
台
風
の
中
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
の
大
成
功
。

　

昔
と
違
い
多
様
な
社
会
、楽
し
く
活
動
す
る
た
め
に
大
き
な
見
直
し
が

必
要
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

　

実
は
大
勢
で
の
活
動
は
苦
手
で
、個
人
的
に
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
た

地
域
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、婦
人
会
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

「
や
れ
る
人
が
・
や
れ
る
時
に
・
や
れ
る
だ
け
」と
気
負
わ
ず
、こ
れ
か
ら
も

縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
協
力
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
手
芸
、縫
い
物
、ク
ラ
フ
ト
、水
引
き
作
り
な
ど
。洋
服
や
バ
ッ
グ

な
ど
の
雑
貨
を
作
っ
て
い
る
時
が
一
番
幸
せ
な
時
で
す
。あ
、忘
れ
て
い
る
。

着
物
に
関
係
す
る
こ
と
、も
の
、み
ん
な
好
き
。大
好
き
！ 

行事参加が一層楽しく
佐賀県　原口 恵美
　婦人会に入るきっかけは子供が小学校に入る時、今後婦人会の
方々にお世話になる事が多くなるかな、顔見知りの方が増えたらい
いかな、と思った事です。楽しかった事は、知り合いの方との楽しい
お話や色々な繋がりのおかげで、町の行事参加がより一層楽しく
なった事です♡ 婦人会は忙しい、大変というイメージがまだ先行しているので、まずは
「知り合い作り」と「気楽にお喋り会感覚」で参加する人が増えたら良いのにと思います!
　趣味は特別なものは無いですが、中高と吹奏楽部でクラリネットを担当していたの
で、音楽鑑賞、吹奏楽鑑賞は好きです。得意料理は若楠ポークを使ったポークカレーと、
生姜焼きです。何かにつけて子供がリクエストしてくるので、作る回数も増えました。我
が家の料理に豚肉の登場が多いのは、私と主人で養豚の仕事をしていることもありま
す。大きい豚から子豚まで、現在約700頭を飼育中です。畜産業は生き物を育てるので
大変なこともありますが、子供と主人の笑顔に支えられて日々奮闘中です。日常に婦人
会という楽しみが増えたので、これからも家業と地域活動の両方を頑張りたいと思い
ます。命のバトン

沖縄県石垣市　君島 智子
「ありがとうね。よく頑張ったね。後は大丈夫だからね。心配するなよ。」亡
くなられていく方にかけている、ご家族の涙ながらも温かい言葉でした。
　皆さんが「死」として思い浮かべるのは、どのような場面でしょうか。病
院のベットで横になり、酸素や点滴をして、モニターの波形がフラットに
なる、その瞬間を「死」として浮かべる人は少なくないと思います。確かにそれも一つの「死」
の形です。では、皆さんは、どのような「死」を迎えたいか、考えたことはあるでしょうか。医療は
日々進歩していますが、誰しも必ず「死」はやってきます。それは避けられない事実ですが、そ
れまでを、どこでどう過ごすのかは、個人の選択に委ねられています。
　私は、東京の救命センターで働いていました。センターには、毎日沢山の患者様が搬送さ
れ、毎日のように死があります。目の前にある命は、特殊な環境に置かれ、その方の生活背景
に配慮することは少ないです。その頃の私は、医療は絶対的正義で、最優先にするべきだと
思っていました。
　私は13年前、石垣島に移住して、訪問看護の仕事を始めました。地域の方々と触れていく
中で、行事が多いことに驚きました。平日休日構わず行われる豊年祭や海神祭などの伝統行
事に、地域が一丸となり、率先して参加します。文化的活動の伝承が、当然のこととして生活
の一部になっているのです。数ある行事の中でも、旧盆、十六日祭は特に盛大です。ご先祖様
への敬意の強さから、これまで持っていた医療観、看護観を見直し、地域の方々や文化に触
れていく中で、命は日常の中にあり、日常の延長に死があるという、本来の命の形に気付くこ
とができました。医療はもちろん大切ですが、生活の中に入ってしまえば、ごく一部に過ぎま
せん。特に、終期末においては、薬よりも、普段食べ慣れたご飯の方が、生きる意欲をもたら
し、病気から生じる苦痛を緩和する場面が多々あり、そのギャップに驚くばかりです。終末期
の過ごし方には、お一人おひとりの生き様が良く表れ、ドラマのようなエピソードが毎回あり
ます。最期の晩餐にと妻のカンダバージューシーを食べ、一番弟子の奏でる三線で「あがろう
ざ」を聴いて満足したように眠られたり、「あぁ、楽しい人生だった」と話して眠られたり。苦し

い状況になっても、孫の声には笑顔を見せ、最期まで頑張ることを家族に示しながら眠られ
たり。故人が大切にしてきた生き方、考え方、文化を次の世代に託していかれます。
　一方で、在宅看取りが良いという方ばかりではないとも思います。在宅療養に不安を感じ
る方は少なくありません。ご家族を大切に思い、少しでも苦しくなく、一日でも長く元気でいて
ほしいからこそ、何かあってもすぐ処置ができる病院を希望する方もいます。もちろん、病院
も素晴らしい所ですし、その選択も間違ってはいません。
　白保婦人会活動の中で、看取りについて講演する機会をいただきました。実際に看取りを
体験された方は「本人の意思を尊重し、最期の時間を住み慣れた自宅で過ごすことができ
た」と当時のことを涙ながらにお話し下さいました。また、「生まれ変わりのように孫が誕生し
て、改めて感謝した」というお話も聞くことができました。最期の過ごし方にはその方らしさが
表れますが、自宅はそれを、際立たせてくれる場所であること、最期をどう過ごしたいか普段
から伝えておくことの大切さ、命が繋がっていくものだということを、この講演を通して改めて
感じ、地域の方 と々一緒に考えを深めることが出来ました。
　終末期において、「側にいること、寄り添うこと」が一番重要で、一番難しいことだと思いま
す。特別なことをする必要はありません。いつも通り、朝起きたら家族の声がして、生活の音が
して、匂いがして、その日常にいることが大きな力になります。病気がもたらす苦痛はどこにい
ても生じます。薬は使いますが、それでも痛い、きつい、そんな時、「安心」は苦痛を緩和させ
ます。何に「安心」を感じるかは人それぞれですが、日常を感じることに安心を感じる方は多
く、家族の声や手の温もりは何より強い力になります。
　大切なご家族の亡くなる様を見ることは、とても悲しい、苦しいことです。しかし、その方の
生き方を一番感じられ、命の重さ、強さ、儚さを知り、その方の思いを、残す家族に伝える大
切な時間でもあります。去り行く命を見つめることで、今ある命を見つめ直す。命は先祖から
続く大きな流れの中にあり、今を生きる私たちは、先祖から受け継いだこの命を、去りゆく時
に次の世代に託す、これが「命のバトン」。私は、石垣島に移住し、地域の活動に触れる中で、
命のあり方、それに寄り添う看護師としてのあり方を見直すことができました。これからも、
「命のバトン」に寄り添い、命の、そして地域の伴走者でありたいと思います。

素敵な先輩のと出会い
佐賀県　松永 のぞみ　
　5年前、退職したときに、ちょうど地区の班長の当番がまわってきま
した。それまでは父母まかせで何もしてこなかった私でしたが、区の
活動の仲間に入れていただき、心が落ち着いてとても安心したのを
覚えています。その時ご一緒だった役員の方に「婦人会の会合に行っ
てくれん？楽しかよ。」と誘われ、これもまた初めて婦人会の活動をすることになりました。
　支部長の方々は、皆それぞれ、地区の活動や民生委員、保護司、ボランティアの会など
を兼ねておられて、とてもお忙しいはずですが、新人を温かく迎え入れて優しく接してく
ださったので、一員に加えていただけてよかったなと思えました。
　皆さんは、お話、踊り、小物作り、パソコン、料理、着付けなど、それぞれ得意分野があり、
それを皆のために惜しげもなく披露してくださっています。婦人会は、各々のそれまでの
経験が素晴らしく生かされる活動だなと思います。
　私は母の世話で時間ばかり気にしたりしていますが、「できる分でいいよ」と声をかけ
てもらい、1つの活動が終わると「よかったよ」とほめてもらい、それに甘えて、いつの間に
か4年の月日が経っていました。
　令和5年度はさまざまな行事が再開され、その準備や練習で大変なことも増えました
が、やり終えたときの喜びも大きく、癖になりそうです。
　これからますます年を重ねていきますが、それが楽しみになるような
素敵な先輩方と出会えてほんとうによかったなと思っています。
　趣味はフラワーアレンジメント、土いじり、カーブスにて身体を動かすこと。

「
お
母
さ
ん
あ
の
さ
〜
」と
、

く
っ
つ
い
て
来
る
私
の
か
わ

い
い
二
人
の
子
ど
も
達
。そ

の
子
ど
も
達
を「
お
母
さ
ん
、話
聞
い
て
ち
ょ
う
だ
い
」と
泣

か
せ
る
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。私
は
、子
ど
も
達
と

い
つ
も
一
緒
に
居
る
た
め
に
専
業
主
婦
を
選
ん
だ
は
ず
な

の
に
…
。な
ぜ
、こ
ん
な
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

な
ぜ
、普
通
の
主
婦
の
私
が
、子
ど
も
達
を
泣
か
せ
て
ま
で
、

国
と
闘
わ
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

　

皆
さ
ん
、日
本
は
今
、平
和
だ
と
思
い
ま
す
か
？
私
は
、

平
和
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。周
り
に
は
戦
争
体
験
者
の
お

ば
あ
達
が
た
く
さ
ん
い
て
、学
校
で
は
毎
年
平
和
学
習
を

し
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、こ
れ
ま
で
平
和
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
考
え
て
き
た
つ
も
り
だ
っ
た
し
、平
和
と
は
戦
争
の

な
い
事
だ
と
漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が「
戦
争
が
な
け
れ
ば
平
和
っ
て
言
え
る
の
か

な
？
」と
疑
問
が
わ
き
、平
和
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
き
っ
か
け
は
、２
０
１
７
年
12
月
、

当
時
３
歳
だ
っ
た
娘
の
通
う
保
育
園
へ
の
米
軍
ヘ
リ
部
品

落
下
事
故
で
し
た
。

　

普
天
間
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、基
地
が
あ
る
事

が
当
た
り
前
過
ぎ
て
、何
の
違
和
感
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、娘
の
保
育
園
の
事
故
の
知
ら
せ
を
受
け
た
時
、

頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
、体
が
震
え
て
、涙
が
止
ま
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。保
育
園
へ
迎
え
に
い
っ
た
時
、「
お
母
さ
〜

ん
」と
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
笑
顔
で
駆
け
よ
っ
て
く
る
娘
の

姿
を
見
た
時
、ホ
ッ
と
し
て
全
身
の
力
が
抜
け
て
、涙
が
溢

れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
瞬
間
、魔
法
が
解
け
た
か
の

よ
う
に
、「
私
達
は
、こ
ん
な
危
険
な
所
に
住
ん
で
い
た
ん

だ
」と
、初
め
て
基
地
の
危
険
性
に
気
が
付
き
ま
し
た
。そ

れ
か
ら
、マ
マ
達
８
人
で
、子
ど
も
達
を
守
る
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

保
育
園
の
事
故
か
ら
わ
ず
か
６
日
後
、今
度
は
近
く
の

小
学
校
に
窓
枠
が
落
下
。安
心
安
全
で
あ
る
は
ず
の
子
ど

も
達
の
学
校
に
、２
度
も
空
か
ら
物
が
落
ち
て
来
る
と
い

う
あ
り
得
な
い
事
が
起
り
ま
し
た
。

　

事
故
後
、保
育
園
で
は
天
気
の
い
い
日
で
も
、米
軍
機
が

低
空
飛
行
す
る
日
に
は
、お
庭
遊
び
を
や
め
て
お
部
屋
遊

び
に
切
り
替
え
ま
す
。子
ど
も
達
は
園
庭
遊
び
が
大
好
き

な
の
で「
何
で
お
天
気
の
い
い
日
に
、お
庭
遊
び
が
出
来
な

い
の
？
」と
、悲
し
み
ま
す
。小
学
校
で
は
、米
軍
機
が
来
た

ら
避
難
す
る
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。ま
る

で
戦
時
中
か
の
よ
う
に
…
。

　

そ
ん
な
中
、今
度
は
水
道
水
に
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

P
F
A
S
が
入
っ
て
い
る
事
が
分
り
ま
し
た
。P
F
A
S

は
子
ど
も
の
発
育
へ
の
悪
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
上
、娘
の
通
う
小
学
校
の
運
動
場
の
土
か
ら
も
高
濃
度

の
P
F
A
S
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。普
天
間
の
子
ど
も
達

は
発
育
に
必
要
な「
空
、水
、土
」が
危
険
な
物
と
な
り
、普

天
間
で
子
育
て
す
る
私
達
は
危
険
な「
空
、水
、土
」か
ら

子
ど
も
達
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
達
を
苦
し
め
る
物
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
園
の
事
故
後
、米
軍
が
部
品
は
米
軍
の
物
と
認
め
た

も
の
の
、落
下
を
否
定
し
た
た
め
自
作
自
演
と
の
誹
謗
中

傷
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。今
で
も
私
達
に「
子
ど
も
を
ダ
シ
に

基
地
反
対
す
る
な
」「
基
地
の
側
に
住
ん
だ
人
が
悪
い
」な

ど
の
言
葉
が
投
げ
付
け
ら
れ
、私
達
を
苦
し
め
ま
す
。

　

そ
れ
よ
り
も
、私
が
一
番
辛
い
事
は
、子
ど
も
達
と
一
緒

に
居
る
時
間
が
削
ら
れ
る
事
で
す
。県
内
外
で
の
講
演
会

や
要
請
の
た
め
走
り
回
り
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
側
に
い
て

あ
げ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。子
ど
も
達
は「
お
母
さ
ん
行

か
な
い
で
」と
泣
き
ま
し
た
。子
ど
も
達
に
見
ら
れ
な
い
所

で
、私
も
何
度
も
何
度
も
泣
き
ま
し
た
。私
は
、家
で
も
電

話
で
の
や
り
取
り
や
資
料
作
り
で
ず
っ
と
バ
タ
バ
タ
し
て
い

ま
す
。そ
ん
な
時
に
息
子
が
大
声
で「
お
母
さ
ん
、話
聞
い

て
ち
ょ
う
だ
い
」と
泣
き
叫
び
ま
し
た
。今
で
も
そ
の
光
景

を
思
い
出
す
た
び
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
に
な
り
ま
す
。ま

た
、私
が
い
な
い
時
は
、夫
や
母
が
仕
事
を
休
ん
で
子
ど
も

達
を
見
て
く
れ
て
い
ま
す
。家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
こ
ま

で
５
年
間
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、私
が
諦
め
ず
に
頑
張
り
続
け
る
の
か
？
そ
の
理

由
は
、子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
、そ
し
て
、子
ど
も
達
が

親
に
な
っ
た
時
、同
じ
思
い
を
絶
対
に
さ
せ
て
は
い
け
な
い

と
の
思
い
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
が
、戦
後
78
年
、本
土
復
帰
51
年
目
の
沖
縄
で
す
。

こ
れ
が
、ホ
ン
ト
に
平
和
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？
普
天

間
で
子
育
て
し
て
い
る
母
親
の
私
が
感
じ
る
ホ
ン
ト
の
平

和
と
は
。そ
れ
は
、戦
争
が
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、『
一

番
守
ら
れ
る
べ
き
子
ど
も
達
が
大
切
に
さ
れ
、し
っ
か
り
と

守
ら
れ
る
社
会
が
あ
る
事
』だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
当
時
７
歳
だ
っ
た
息
子
は
中
学
１
年
生
、３
歳

だ
っ
た
娘
は
小
学
３
年
生
に
な
り
ま
し
た
。今
で
は
私
の

活
動
を「
お
母
さ
ん
頑
張
っ
て
ね
」と
応
援
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、子
ど
も
な
が
ら
も
、沖
縄
の
今
、日
本
の
今

を
し
っ
か
り
見
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、沖
縄
は
今
、軍
事
化
が
ど
ん

ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。大
人
の
私
達
こ
そ
、沖
縄
の
今
、日

本
の
今
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、一
人
一
人
が
ホ
ン
ト
の
平

和
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
時
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
子
ど
も
達
の
輝
く
笑
顔
が
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
く
よ
う
に
！
そ
し
て
、明
る
い
沖
縄
の
未
来
を
、子
や

孫
た
ち
に
残
し
て
い
け
る
事
を
願
っ
て
！

普
天
間
の
母
親
が
感
じ
る「
ホ
ン
ト
の
平
和
」と
は

沖
縄
県
宜
野
湾
市
　
与
那
城 

千
恵
美

沖縄県では
女性（婦人）の主張中央大会を
毎年開催しています。その中から
入賞者の主張を紹介します。

婦
人
会
で
コ
ン
サ
ー
ト
誘
致

佐
賀
県
　
山
口 

聡
子

　

お
嫁
に
来
て
早
や
35
年
に
な
り
ま
す
。私
は
県
外
か
ら
お
嫁
に

来
た
の
で
、周
り
は
誰
も
知
ら
な
い
人
た
ち
ば
か
り
で
し
た
。仕

事
も
し
て
い
な
か
っ
た
私
は
、主
人
の
母
か
ら
婦
人
会
会
員
を
す

ぐ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。婦
人
会
と
は
？
知
ら
な
い
土
地
で
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

状
態
で
、地
域
の
婦
人
会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。会
員
の
中
で
も
比
較
的
若

か
っ
た
私
は
、先
輩
会
員
か
ら
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
、た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、顔
見
知
り

の
方
も
自
然
と
多
く
な
り
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
支
部
長
を

経
て
、現
在
は
副
会
長
２
期
目
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
流
行
す
る
前
は
、趣
味
で
お
友
達
と
季
節
の
花
々
を
見
に
行
っ
た
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
た
り
、夫
婦
で
旅
行
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
が
流
行
し
、な
か

な
か
思
う
よ
う
に
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。婦
人
会
も
同
じ
よ
う
に
、な
か
な
か
活
動
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、一
昨
年
は
杉
良
太
郎
・
伍
代
夏
子
・

藤
あ
や
子
歌
謡
シ
ョ
ー
！
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
さ
か
、婦
人
会
で
コ
ン
サ
ー
ト
誘
致
が
で
き

る
な
ん
て
驚
き
で
し
た
。武
雄
市
地
域
婦
人
会
が
一
致
団
結
し
て
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
大
成
功

で
し
た
。２
年
経
っ
た
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。台
風
が
過
ぎ
た
ば
か
り
の
雨
の
中
、駐

車
場
の
誘
導
係
を
し
た
こ
と
。ず
ぶ
濡
れ
で
２
回
も
着
替
え
を
し
た
こ
と
。来
場
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
嬉
し
か
っ
た
こ
と
。楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　

昨
年
５
月
、コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
り
、婦
人
会
活
動
も
増
え
つ
つ
、活
動
内
容
も
幅
広
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
っ
と
、婦
人
会
活
動
は
活
発
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。近
年
、

会
員
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。是
非
、婦
人
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
、婦
人

会
活
動
を
通
じ
て
2
0
2
5
年
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、誰
で
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、婦
人
会
で
で
き
る
こ
と
、婦
人
会
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
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地域女性会の
活動資金源

歯舞早煮昆布の
ご愛用

はぼまい

JR・地下鉄銀座線渋谷駅
（宮益坂口から徒歩5分）

東急田園都市線・東横線渋谷駅 ・
地下鉄半蔵門線・副都心線渋谷駅
（地下出口20aかB1から徒歩3分）

全国女性会館 〒150-0002 渋谷区渋谷1-17-14　TEL：03-3407-4301　FAX：03-3407-4305

食品ロスを無くそう！

looking toward a future.

見つめています。
未来の豊かな生活環境。

関東商事グループ
代表取締役  櫻井よう子

関東商事株式会社
株式会社土浦関東商事

有限会社総合整備 株式会社つくばESSA

能
登
半
島
地
震
被
災
地
支
援
の
た
め
に

能
登
半
島
地
震
被
災
地
支
援
の
た
め
に

　

1
月
1
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
て

約
2
ヶ
月
半
の
時
が
経
ち
ま
す
が
、い
ま
だ
に

避
難
所
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。連
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
通
り
、道

路
や
水
道
の
復
旧
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
が
続

き
、生
活
に
必
要
な
物
資
も
十
分
に
行
き
届
い

て
い
な
い
状
況
で
す
。全
国
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
で
は
1
月
に
お
米
と
デ
リ
バ
リ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
石
川
県
婦
人
団
体
協
議
会
に
送
り
、

被
災
地
支
援
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、2
月
6
日
に

常
任
理
事
会
を
開
催
し
、今
後
被
災
地
支
援
の

た
め
の
義
援
金
を
集
め
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。す
で
に
全
国
に
そ
の
旨
は
ご
案
内
し
て
い
ま

す
が
、改
め
て
紙
面
上
で
も
ご
案
内
し
ま
す
。

　

被
害
が
甚
大
だ
っ
た
能
登
半
島
を
擁
す
る
石

川
県
で
は
、「
今
こ
そ
婦
人
会
」を
合
言
葉
に
独

自
の
支
援
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。2
月
22
日

に「
再
会
&
大
笑
い
の
日
」と
し
て
物
資
の
無
料

配
布
、爆
笑
コ
ン
ト
と
落
語
、炊
き
出
し
、お
悩

み
相
談
会
を
石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
寒
い
日
で
し

た
が
、多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

様
々
な
物
資
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ご
飯
と
お
味
噌
汁
の
提
供
に
は
1
度
に

1
0
0
人
分
の
炊
飯
と
汁
物
が
で
き
る
デ
リ
バ

リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
威
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

お
悩
み
相
談
会
で
は
、住
ま
い
や
仕
事
に
関
す

る
こ
と
に
加
え
、無
料
弁
護
士
相
談
も
設
け
て

様
々
な
悩
み
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

石
川
県
の
能
木
場
由
紀
子
会
長
は「
今
が
始

ま
り
の
一
歩
で
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
先
が
長
く
、

被
災
地
が
も
う
少
し
落
ち
着
い
た
ら
、能
登
地

区
の
仮
設
住
宅
等
に
炊
き
出
し
に
伺
う
こ
と
を

計
画
中
で
す
。心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、能
登
の
応

援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。」と
力
強
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

日
頃
、防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
重
ね
有
事
に
備
え

て
き
ま
し
た
が
、こ
う
し
た
大
き
な
災
害
が
起

こ
る
た
び
に
、防
災
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま

す
。や
は
り
防
災
は
地
域
で
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、重
ね
て
隣
近
所
、友
人

知
人
、親
戚
、職
場
の
同
僚
た
ち
を
誘
っ
て
、防

災
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
呼
び
か

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

能
登
の
被
災
者
が
生
活
を
立
て
直
す
た
め
に

は
、長
い
時
間
と
労
力
、努
力
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。し
か
し
阪
神
淡
路
大
震
災
や
、東
日

本
大
震
災
な
ど
大
き
な
災
害
に
あ
っ
て

も
、必
ず
私
た
ち
日
本
人
は
復
興
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
。ま
だ
道
半
ば
の
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、少
し
ず
つ
で
も
前
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
く
思
い
は
、多
く
の
人

の
心
に
根
付
い
て
い
ま
す
。今
、私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
は
、よ
り
多
く
の
義
援

金
を
被
災
地
に
送
る
こ
と
で
す
。こ
れ

か
ら
各
県
で
様
々
な
催
し
や
会
合
が
開

か
れ
た
際
に
は
、是
非
と
も
被
災
地
支

援
の
話
題
を
出
し
、積
極
的
に
義
援
金

の
お
願
い
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。す
で
に
、義
援
金

を
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。引
き
続
き

息
の
長
い
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

炊き出しのご飯とお味噌汁に舌鼓をうつ来場者

オフィススペース空きあります。

入居者募集！

全国地域防災減災
　　　　マップづくり
身近な暮らしの中で女性が見つけ
た「危険な場所」を、白地図に落と
して、改めて日常生活で防災・減災
に役立てていく事を目的に、本事
業を進めてまいります。

2024年度（令和6年度）予定
新規事業のお知らせ


